
2024 . 3　Niihama7

■
災
害
共
済
給
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

子
育
て
支
援
課　

☎
65
‐
１
２
４
２

▼
災
害
共
済
給
付
制
度

　

令
和
５
年
度
ま
で
は
学
校
や
保
育

園
な
ど
で
の
け
が
な
ど
に
つ
い
て
、

「
新
居
浜
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
」
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
４
月
診
療
分
よ
り
学
校

や
保
育
園
な
ど
の
管
理
下
で
の
け
が

な
ど
は
「
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
制

度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
の
支
払
い
は
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
受
給
資
格
証
を
使
用
せ
ず
に
自

己
負
担
分
を
支
払
い
、
学
校
や
保
育
園

な
ど
を
通
じ
て
災
害
共
済
給
付
の
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
学
校
や
保
育
園
な
ど
で
け
が
を
し
た

　

場
合
、
災
害
共
済
給
付
制
度
が
優
先

　

さ
れ
る
た
め
、
子
ど
も
・
ひ
と
り
親
・

　

重
心
医
療
費
助
成
制
度
は
利
用
し
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
総
額
が
５
千
円
に
満
た
な
い

　

場
合
は
、
災
害
共
済
給
付
の
対
象
外

　

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
子
育

　

て
支
援
課
で
申
請
す
る
こ
と
で
払
戻

　

し
が
で
き
ま
す
の
で
、
領
収
書
は
必

　

ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

総医療費（10割）

保険者負担
（７割）

自己負担
（３割）

付加給付

（１割）
＋

災害共済給付（４割）

　

保
険
が
適
用
さ
れ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
分
（
３
割
）
＋
付
加
給
付
（
１
割
）

＝
災
害
共
済
給
付
（
４
割
）
が
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
よ
り
給
付
さ
れ

ま
す
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

　【
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
制
度
の
ご
案
内
】

▼
対
象

　
本
市
に
住
所
が
あ
る
20
歳
未
満
の

子
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
、

　

ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
の
人

・
養
成
機
関
で
修
業
し
、
対
象
資
格
の

　

取
得
が
見
込
ま
れ
る
人

・
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が

　

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

・
過
去
に
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

な
ど
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

▼
対
象
資
格
　

　

就
職
の
際
に
有
利
と
な
る
資
格

　

例
：
看
護
師
・
保
育
士
・
介
護
福

　

祉
士
・
美
容
師
な
ど
の
国
家
資
格

　

や
、
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
認
定
資

　

格
、
Ｌ
Ｐ
Ｉ
認
定
資
格
な
ど
の
デ

　

ジ
タ
ル
分
野
の
民
間
資
格
な
ど

　
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
制
度
」
と
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
経
済
的
な

自
立
に
向
け
て
、
資
格
取
得
の
た
め
養
成
機
関
で
修
業
す
る
期
間
の
生
活
費
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課　

☎
65
‐
１
２
４
２詳細はこちら

HP

　

学
校
や
保
育
園
な
ど
で
け
が
な
ど
を
し
た
際
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
支
給
対
象
期
間

　

修
業
す
る
期
間　
（
最
大
48
カ
月
）

▼
支
給
額

　
︽
非
課
税
世
帯
》
…
月
額
10
万
円

※
最
後
の
１
年
間
は
月
額
14
万
円

　
︽
課
税
世
帯
》
… 

月
額
７
万
５
百
円

※
最
後
の
１
年
間
は
月
額
11
万
５
百
円

※
訓
練
終
了
後
、
５
万
円
を
支
給
（
住

　

民
税
課
税
世
帯
は
２
万
５
千
円
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課

※
訓
練
促
進
給
付
金
な
ど
の
支
給
を

　

受
け
る
に
は
、
必
ず
子
育
て
支
援
課

　

の
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
へ
事
前

　

に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
齢
な
ど
の
要
件
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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■
マ
リ
ン
パ
ー
ク
新
居
浜
　
施
設
使
用
料
の
改
定

新
居
浜
港
務
局　

☎
65
‐
１
３
５
０

　

施
設
に
係
る
費
用
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
経
費
の
一
部
は
、
利
用
者
か

ら
の
使
用
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、不
足
す
る
費
用
は
市
税
で
補
填
し
て
お
り
、

利
用
し
な
い
人
に
も
費
用
の
負
担
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
利
用
す
る
人
と
利

用
し
な
い
人
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
使
用
料
お
よ
び
減
免
規
定
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
主
な
料
金
改
定
を
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
の
使
用
許
可
よ
り
適
用
し
ま
す
。

場所 内容 改定後料金

研修室

会議室 ３時間につき 3,000 円

中研修室 ３時間につき 3,600 円

大研修室（洋室） ３時間につき 7,500 円

大研修室（和室） ３時間につき 4,500 円

宿泊室
（１人１泊）

小部屋
中学生以下 2,800 円

高校生以上 3,600 円

大部屋
中学生以下 2,000 円

高校生以上 2,800 円

キャンプ場 １張り
日帰り 1,000 円

宿泊 2,000 円

多目的広場
昼間 １時間につき 　500 円

夜間（照明設備使用） １時間につき 3,200 円

マリンパーク新居浜　料金改定（主なもの）

※料金は税込み
※詳細は港湾課HPをご確認ください。
※施設の利用に関するお問い合わせはマリンパーク新居浜　☎46-4100まで。

港湾課HP

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

感
染
症
対
策
室　

☎
65
‐
１
５
２
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
公
費
に
よ
る
接
種
は
、
３
月
31
日
㈰
で
終
了
し
ま

す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
の
予
約
・
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
（
た
だ
し
令

和
５
年
９
月
20
日
以
降
で
一
人
一
回
の
追
加
接
種
で
す
）。

▼
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
（
Ｘ
Ｂ
Ｂ
・
１
・
５
）

対
応
ワ
ク
チ
ン

▼
予
約

【
電
話
予
約
】
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
０
４
０
‐
４
３
９
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
７
時
、
㊏
㊐
㊗
可
）

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
】

※
接
種
券
を
紛
失
し
た
人
や
、
初
回
接

　

種
を
希
望
す
る
人
は
、
感
染
症
対
策

　

室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
感

染
症
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防

す
る
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
接
種

を
受
け
る
こ
と
は
強
制
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、

予
防
接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防

の
効
果
と
、
副
反
応
の
リ
ス
ク
の

双
方
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、

接
種
を
受
け
る
か
判
断
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
４
月
１
日
以
降
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
以
降
は
、
65
歳
以
上
の

人
お
よ
び
60
～
64
歳
で
対
象
と
な
る
人

（
※
）
に
は
、
秋
冬
に
定
期
接
種
を
実

施
、
そ
れ
以
外
の
人
は
任
意
接
種
と
な

る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
60
～
64
歳
で
、
心
臓
・
腎
臓
ま
た
は

　

呼
吸
器
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、

　

身
の
回
り
の
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

　

れ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

　

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
る
免
疫
の

　

機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

　

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
人

感染症対策室
HP
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【
に
い
は
ま
３
R
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　

に
い
は
ま
３
R
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、

資
源
物
な
ど
の
店
頭
回
収
や
買
い
取
り
・

修
理
を
行
う
事
業
所
を
市
が
登
録
・
広

報
し
、
市
民
が
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

の
た
め
に
「
何
を
・
ど
こ
へ
持
っ
て
い
け

ば
い
い
の
か
」を
発
信
す
る
仕
組
み
で
す
。

資
源
に
な
る
も
の
を
捨
て
ず
に
、
店
頭

回
収
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
の
回
収
ル
ー
ル
を　

　

守
っ
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
不
用
品
伝
言
板
】

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
物
を
市
の

H
P
に
掲
載
し
、
引
き
取
り
希
望
者
が

い
た
場
合
に
直
接
話
し
合
え
る
制
度
で

す
。
ま
た
、
欲
し
い
物
品
を
H
P
な
ど

に
掲
載
し
、
所
有
者
へ
譲
渡
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
ご
み
の
出
し
方
を
見
直
そ
う

廃
棄
物
対
策
課　

☎
65
‐
１
２
５
２

　

市
内
に
設
置
し
て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
ご
み
が
車
道
に
大
き
く

は
み
出
し
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
交
通
面
や
衛
生
面
で
問
題
が
生
じ
る

た
め
、
ご
み
の
出
し
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ご
み
を
減
ら
そ
う

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出
す
る
ご
み

を
減
ら
す
た
め
に
、
ご
み
の
減
量
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
普
段
の

生
活
の
中
で
で
き
る
ご
み
の
減
量
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

【
生
ご
み
の
水
切
り
】

　

生
ご
み
の
70
～
80
％
は
水
分
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
切
り
を
し
、
生
ご
み
の

体
積
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
ぬ

ら
さ
な
い
」「
乾
燥
さ
せ
る
」
こ
と
で
減

量
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

【
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
】

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
用
い
て

生
ご
み
を
た
い
肥
化
で
き
ま
す
。
１
日

に
約
５
０
０
ｇ
の
生
ご
み
を
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
、
１
年
間
続
け
る
と
約

１
８
０
㎏
も
の
生
ご
み
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
に
必
要
な
基
材
（
竹
パ
ウ
ダ
ー
と
も

み
殻
の
く
ん
炭
）
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
廃

棄
物
対
策
課
窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

３
R
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

登
録
店
舗
一
覧

▲通学路上でごみが車道まであふれるごみステーション。
未分別ごみ（〇印）を避けてごみが排出されている。

ス
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
ご
み
が
車
道
へ
は

み
出
し
、
カ
ラ
ス
や
ネ
コ
に
荒
ら
さ
れ

散
乱
す
る
な
ど
、
衛
生
面
で
も
問
題
が

生
じ
ま
す
。

▼
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　

交
通
面
に
支
障
が
生
じ
、
事
故
の
危

険
性
が
高
い
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
移

設
や
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

移
設
や
廃
止
を
防
ぐ
た
め
に
、「
ご
み
を

無
造
作
に
置
か
ず
、
道
の
端
に
沿
っ
て
並

べ
て
出
す
」「
鳥
よ
け
ネ
ッ
ト
や
ご
み
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
ご
み
を
き
ち
ん
と
入
れ
る
」

な
ど
、
ご
み
の
出
し
方
を
工
夫
し
、
危

険
防
止
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
取
り
残
さ
れ
た
ご
み
は
出
し

た
人
が
回
収
し
、
分
別
し
直
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
併
せ
て
、
適
正
な
分
別

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
み

が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、
捨
て
る
ご
み

の
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
ご
み
の
減

量
が
効
果
的
で
す
。

あなたも
ダンボールコンポストを
使ってみませんか？

不
用
品
伝
言
板
H
P

▲回収した資源物は再び資源として活
　用されます。

廃棄物対策課　玉木千尋

▼
ご
み
が
引
き
起
こ
す
問
題

　

ご
み
を
無
造
作
に
出
し
た
り
、
未
分

別
な
ど
を
理
由
に
取
り
残
さ
れ
た
ご
み

を
避
け
て
ご
み
を
出
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
車
道
ま
で
ご
み
が
は
み
出
し
通
行

の
支
障
に
な
る
と
の
通
報
が
市
へ
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
や
自
転
車
が
ご

み
を
避
け
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
通
勤
・

通
学
の
時
間
帯
で
は
、
自
動
車
と
の
接

触
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
よ
け
ネ
ッ
ト
や
ご
み
ボ
ッ
ク


